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2008年 3月 24日 

滋賀県長浜市とのコラボレーションによる『環境』をテーマにした教育研究施設 

 
◆ 趣 旨 ◆ 

イオンディライトは、本日、長浜市からの誘致認可を受け、長浜サイエンスパークにおい

て、人間工学を追求したオペレーション開発など次世代型マネジメントの研究や、メンテナ

ンス産業機材・機器の研究開発、メンテナンス技術の教育・研修機能などを統合した高機能

型教育研究施設、 

（仮称）「イオンディライト アカデミー ながはま」 

を設立することについて、正式に決定いたしました。 

 

◆ 決定の理由 ◆ 

総合ビルメンテナンス業界売上高№１であるイオンディライトは、サービスサイエンスに

よる業界の産業化を目指しており、本年5月には、中国(北京)でグループ企業が出店する商

業施設での業務実施を予定するなど、国内のみならず世界へのチャレンジを続けております。 

既に、国内における大型商業施設面積のうち40％以上の管理実績を有し、既存技術のさら

なる深化と新たな手法によるサービス事業の進化が必要な転換期である、との認識からサー

ビスサイエンスによるビルメンテナンス業の真化が必要と考えております。 

このたびの決定にあたっては、こうした当社の目的に対し、全国での事業展開が容易とな

る交通の要衝であり、教育研修および研究開発の専念に最適なびわ湖をのぞむ自然環境、産

官学による協同研究など業界の垣根を越えたコラボレーションの可能性など、を理由に当地

へ設立するものです。 

 

＜イオンディライトアカデミー施設概要＞ 

・ 進出場所  ： 長浜市田村町字仙堂前1199番外 

・ 敷地面積  ： 5,287㎡ 

・ 施設内容  ： 研究・研修所 

・ 契約内容  ： 20年間の賃貸借契約 

・ 施設利用予定： 年間4,000名以上 

・ 操業開始日 ： 2009年 6月 1日（予定） 

 

◆ 新施設の主な機能 ◆ 

ア） イオングループをあげて取り組む「環境」をキーワードにした地球温暖化防止等の積

極的活動を実施し、グループ全体の情報発信拠点のシンボルとする。 

イ） 『産・官・学』の連携をベースにした、新たな人材の育成と養成・研修を行う。 

ウ） 環境に優しい「脱ケミカル」等の研究・開発および製品化を目指すほか、カーボンマ

ネジメントなど環境への負荷を低減する「省エネ技術」の研究・研修と、産業機材・機

器の開発および製品化を目指す。 

エ） 「環境価値」創造を担う技術者・研究従事者等の人材育成に向けた研修を実施す

るとともに、人間工学に基づいた研究・分析により、人時生産性の向上によるオペ

レーション開発や次世代型マネジメントを構築する。 
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◆ 企業概要 ◆ 

イオンディライト 株式会社 

本社所在地   大阪市中央区南船場二丁目3番 2号 

代表取締役社長 古 谷  寛  

創   立   1972年 11月（昭和47年 11月） 

資 本 金   32億 3,800万円 

売 上 高   連結 1,320億円（2008年 2月期予想） 

従 業 員    正社員4,209名 契約・パート4,134名 

（合計8,343名、2007年 8月末現在） 

事 業 所   7支社・38支店 

グループ会社  イオンディライトセキュリティ㈱ 

        イオンディライトアカデミー㈱ 

        イオンディライトセレス㈱ 

        イオンディライトタワーズ㈱ 

        永旺永楽（北京）物業管理有限公司 

        エイ・ジー・サービス㈱ 

 

 

【問合せ先】   イオンディライト株式会社  

ディライトコミュニケーション部 倉方 

ＴＥＬ ０６－６２６０－５６３２ 

 

◆その他参考 

 

イオンディライト（株）ホームページ 

http://www.aeondelight.co.jp/ 

 

・ 市長と弊社による企業誘致協定の調印式については、 

4月 9日（水）13:00 

に、本館３階市長応接室にてとり行う予定です。 

なお、調印の際には皆さまからのご質問をお伺いする時間をお取りしております。 

 

以 上 


